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８
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平成８年８月１５日

？月 ６日 ．大枝季節保育所の圃児が、地区のお

じいちゃんやおばあちゃんを招いて交歓会を閲き

ました．

園児たちは ．東部活性化センター体育館のステ

ージで 、こ れまで一生懸命練習してきた歌やダン

スを披露し まし た．今年は.15 人の園児全員が出

演する劇にも挑戦．たくさんの拍手をもらいました．

招待さ れたお年寄りは 、この後 、大枝婦人会や

ＪＡ伊達みらい女性部員の日本舞踊を見たり 、手

作りの昼食をとったり ．楽しいE聘を過ごしました．

この交歓会は．今年で15 回目 ですO

｢う んとこし よ、

どっこいしょ、

それでもカブは

抜けません』
～ 児童劇　「大きなカブ」 ～



新しい 農業委員 が決まる

任
期
満
了

に
伴

う
農

業
委
員
統

一
選
挙

は
七
月
二
日

、
市

部
に
続

い
て
県
内
六
十
五
の
町
村
で
告
示

、

同
日
午

後
五
時
で
立
候

補
が
締
め

切
ら
れ
ま
し
た
。

国
見
町

で
は

、
改
選

さ
れ

る
ニ
ト

ー
‐‐
人
の
委

員
の

う
ち

、
一
般
選

挙
で

選
出
さ
れ

る
委
貝
定

数
十
五
人

に
対

し

て
。
同

数
の
を
候

補
者

が
届

け
出

し

、

無

投

票
当

選

が

決

ま
り

ま

し

た

。議
会
推
薦

の
学
識

経
験
者

五
人

と

Ｊ

Λ
伊

迷
み

ら

い
農

業
協

同
組

合
、

伊
達

地
方
農

業
共
済
組

合
が
推

薦
す

る

選
任
委
員

二
人
と
合

わ
せ

二
十
一
一

人

の
委
員

が
決

ま
り
ま

し
た

。

改

選
さ

れ
た
ａ

業
委

員
は
、
次

の

と

お
り
。
（
敬
称

略

）

一

一
般
選
挙

朽
木

勝
之
　

松
田

和
男

宍
戸

文
爭
　

後
藤

昌
仲

菊
地

光
二
　

商
橋
八
千
代

佐
藤

瑞
雄
　

徳
江

順
古

佐
野

正
雄
　

松
洲
　

栄`

佐
久
間
昭
雄
　

林
　

初
男

井
砂

善
栄
　

安
積

貞
夫

志
村

藤
榮

一

議
会
推
薦

佐
藤
　

視
　

菊
地
　

正

佐
野
　
一
ｆ
　

松
浦

艮
明

瀬
戸
　

孝

一

共
済
組
合
推
薦

貿
藤
　

貞

一

農
協
推
薦

菊
地

昭
嘔

2
3
日
に
臨
時
総

会

会
長
に
賀
藤

貞
さ
ん

一
一
十
三
日
に
開
か
れ
た
農
巣
委
員

会
臨
時
総
会
で
、
会
長
に
賀
藤
貞
さ

ん
、
会
長
職
務
代
理
者
に
後
藤
旧
仲

さ
ん
を
互
選
し
ま
し
た
。

農業委員会の役割
農業蚕員会は、昭和26 年に設立された行政委員会です。市町村

霞篥委目会を基盤にして。都道府県震叢会議､ 全国展業会議j511があ

りま萼。

農業蚕員会は､ 農家が直挧選ぷ委員､ 農業協同組合と農業共済組

合が推薦する委員､そして而町村諏会が推廟し市町村長が選任した

委員から組織されています｡ 農業委目会の役目は 、地域の農政課題

に農家とともに取り組み｡地域農業を発展させる書道役となること

です｡ 展地の権利移黴や農地の流動化の巣務を通じて。農地の保護

と利用を促進します。

もう一つの重要な活動は 。農家の利益を守り、悩みや要望をくみ

取り 、きめ細やかに応えていく「地域の世話役」としての取り 組み

です。行政欄関の諮問に刔する答申や建議｡ 意見の公表などを通じ

て農家の声を政策に反映させる役目を担いま覃｡また｡晨業者年金。

税金、制度資金などの農家の身近な相談にも対応します。



町
内
各
所
で
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ

河
川
愛
護
月
間
に
伴
う
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
作
戦
は
七
月
七
日

、

町
内
の
主
要
河
川

と
道
路
で
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
美
化

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
事
業
は
、
今
年
で
十
五
回
目
で
す
。

こ
の
日

は
、
す

で
に
行

っ

た
斤
町

内
会

を
除

く
．Ｅａ
十
六

の
町
内
会

が
火

施

．

．
．１

卜
芯
‥‥
人

が

参
加

し

ま

し

た
．作

業
は

．
町
内
会

に
よ

っ
て

は
午

前

瓦
時

か
ら
開
始

し
．
河

川
や
河

川

敷

な
ど
に
捨
て

ら
れ

た
ま
ま

に
な
っ

て

い
る
空
き
缶

や
ブ
ラ

ス
チ
ッ

ク
な

ど

の
ゴ
ミ

を
拾

っ
た
り

．
伸

び

た
雛

叺

の
刈

り

払

い
を

し

ま
し

た

．

ま

た

、
街

路
や
花

壇
の
除
Ｑ

、
側
溝

の

清
掃

も
行

わ
れ
ま

し

た
．

沌
川
、
竚

祓
川
そ

し
て
磑

護
院

川

で
は

．
Ｍ

水
町

長
が
「
朝

１１ｙ

く

か
ら

ご
苫

労
さ
ま

で
す
．
お
か

げ
で

と
て

も
き
れ
い
に
な
り
ま
し
た
」

と
あ
い
さ
つ
、

．
緒
に
河
川

敷
を
歩
き
、
ゴ
ミ
を
拾
い
集
め

ま
し
た
。

今
回
の
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
作
戦
で

集
め
ら
れ
た
ゴ
ミ
の
叭
は
十
こ
ブ
、

昨
年
よ
り
Ｉ
ｊ

も
増
え
ま
し
た
。

み
ん
な
の
河
川
を
き
れ
い
に



平成8年度
国保税算定基準決まる

七
月
十
九
日
に
招
集
さ
れ
た
国
見
町
議
会
臨
時
会
で
、
今
年
度
の
国
民

健
康
保
険
税
の
税
率
等
が
改
正
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
度
の
国
見
町
国
民
健

康
保
険
税
は
、
平
成
七
年
度
の
医
療
費
等
の
伸
び
に
よ
り
、
一
人
あ
た
り

三
・
六
％
増
の
六
万
一
千
五
百
八
十
八
円
、
一
世
帯
あ
た
り

丁

二
％
増

の
十
五
万
三
干
四
百
三
十
四
円
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
条
例
で
定
め
る

金
額
以
下
の
所
得
者
を
対
象
に
し
た
国
保
税
減
額
制
度
も
拡
大
さ
れ
、
均

等
剖
、
平
等
割
の
減
額
割
合
が
六
割
か
ら
七
割
、
四
割
か
ら
五
割
に
改
正

さ
れ
ま
し
た
。
な
お
、
二
割
軽
減
制
度
は
変
更
あ
り
ま
せ
ん
。

国
保
は

「

助
け

合

い
」

私

た

ち

は

、

ふ
だ

ん

健

康

だ

と

思
っ
て

い
て
も

、
い

つ
病
気
や
ヶ

ガ

に
あ
う

か
わ

か
り
ま

せ
ん

。

閥
民

健
康

保
険
は

、
加
入
者

の

所

符
な
ど

に
応
じ
て

保
険
税

を
出
し
合

い
、
い
ざ

と
い
う

と
き

に
備
え

、
助

け
合

お
う
と

い
う

『
相
互

扶
助

』
を

目
的

と
し
て

い
ま
す

。

国
見
町

の
国
民

健
康
傑
険

に
加
入

し
て

い
る
人
（
被

保
険
者

）
は

今
年

の
瓦
月
現

在
で

、

。
千

六
百
六

十
七

世
帯
・
四
千

百
五

‐
1
‐
三
人

で
す

。
こ

れ
は

町

の

令

世

帯
の

約

五

。。一
・
五

％

、
全
人

川
の
三

五
・
六
％

を
占

め

て
い
ま

す
。

国
保
税
総
額
は

二
億
五
千

六
百一
九
十

三
万
四
千

円

国
保
加
入
者
の
み
な
さ
ん
に
納
め

て
い
た
だ
く
国
民
健
康
保
険
税
は
、

そ
の
年
に
予
想
さ
れ
る
医
療
費
総
額

か
ら
。
国
の
袖
助
金
な
ど
を
差
し
引

い
た
残
り
の
分
と
な
り
ま
す
。

平
成
八
年
度
の
国
保
税
額
は
、
二

億
五
千
六
百
九
心
卜
三
万
四
千
円
で
、

前
年
比
〇
・
（

％
の
増
と
な
っ
て
い

ま
す
。

医
療
費
が
少
な
け
れ
ば
。
加
人
者

が
負
担
す
る
国
保
税
も
少
な
く
て
済

み
ま
す
亅

兀
気
に
暮
ら
す
こ
と
は
、

か
け
が
え
の
な
い
財
産
で
す
。
健
康

診
断
や
人
間
ド
ッ
ク
を
じ
よ
う
ず
に

活
用
し
て
、
健
康
管
理
に
気
を
配
り

ま
し
よ
う
。

２割減額の該当者は申請書の提出を
国保税は、条例で定める金額以下の所得者層を対象に、均等

割と平等割を一律に､７割｡5 翻､２割の減額を行っています。

このうち、２割減額の対象者は、申請書を提出していただく
ことになります。

該当者には、平成８年度国保税確定賦課通知と一緒に申請書

をお送りしますので、必要事項を紀入のうえ、８月31日まで
に税務課へ提出してください。

★問い合わせ　 税務課 課税係　谷 ( 85 ) 2 7 7 8国保財源の内訳

平成８年度　国保税率

区　 分 ��割合� 観率 Ｏ 　内は前年度 �繭年比

螽

曹1�

所　槫　割 �42％�4.  % く4. 図 % ) �0.02

�賢　産　割�10％�24.30  % ( 2474 % �△044

盃

割�

被保険者均等劃�33％�
一人あたり22.816

円(  21 . 6円） �1 .270円

�世帯別平等割�15％�
１世帯あたり25

 , 903円(  25 ､ 253円〉 �650
円

1世帯 あたりの平均国保税
哨埓観170ヵ肖1 諢祝標準駸137ヵ円に 固足買扈役觀6力ε
千円、被保険者３人の鳩合 Ｏ 　内は前年比増減

所得 割�1.370. 円×4.06 % = 55.622円　　(  274円〉

資産 割�.80 円×24.30 %  ー16.524円　 （ム299円〉

平 等割�22  , 816円×３人= 68.448円　　〈3.810円〉

均 等劃�25.  3円　　　　　(  650円〉

合　針　　　166.497円　　　　　(  4.435円〉

＊最高限度客lは、52万円



国
保
税
の
抑
制
は
健
康
づ
く
り

健
康
づ
く
り
は
人
間
ド
ッ
ク
か
ら

国
保
加
入
者

人
間
ド
ッ
ク
申
込
受
付

動
脈
硬
化
や
高
血
圧
。
恋
性
腫

瘍
、
糖
尿
病
な
ど
の
成
人
病
は
、
あ

る
囗
突
然
や
っ
て
く
る
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
毎
口
の
食
嘔
や
不
規
則

な
生
活
の
繰
り
返
し
が
引
き
金
に
な

り
ま
す
。
自
党
症
状
が
な
け
れ
ば
健

康
で
あ
る
と
過
砲
し
、
健
康
竹
理
を

怠
り
が
ち
で
す
。

成
人
病
の
予
防
に
は
、
定
期
的
な

健
康
チ
ェ
ッ
ク
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

今
年
も
、
国
保
加
入
者
を
対
象
に

人
間
ド
ッ
ク
を
実
施
し
ま
す
。
こ
の

機
会
に
ぜ
ひ
お
受
け
く
だ
さ
い
。

★
対
象

者

国
兄
町
国
民
健
康
保
険
加
人
者
で

六
卜
九
歳
ま
で
の
方

★
申
込
期
間

九
月

三
日

か
ら
卜

．
‐１日
ま

で

★
申
込
方
法

負
担
命
を
添
え
て
保
健
福
祉
課
へ

＊
自
己
負
担
額

・
入

院
　
こ

泊
二
日
）

六
千
円

・
日
リ
リ

（

．
日
）
　
　

三
千
円

★
問
い
合
わ
せ

保
健
福
祉
課
　
国
保
係

・
‘
（
8
5）
2
7
８
5

【人 間 ドッ ク 実 施内 容 】

入院人間ドック

(1泊2日)

日帰り人間ドフク

(1日)

検 査
期　日

平成8年10月
～

平成9年3月

月曜日・水曜
日・金曜日

平成9年1 月

～
平成9年3月

水曜日・木曜
日

検 査
場 所

公立蒔田総合病院

検 査

項　目

・身体測定

・呼吸器系

・肝機能系
・糖尿系

・胃腸器系

・胆のう機能

・腎機能
・循環機能

・血液

・がん検査
（ 乳がん・子宮がん

大屬がん　　　

）

自　己

負　担
1割6.80 円 1 割 3.000円

定 異 申込1 名 申込順100 名

t ５よつと一冨 り

申いずれの 検査も、申し込み朋に受 検日推定となりま

すが、初 めて受診する方を倭先し ます。

＊検査のと きは、国民鰉瘢保鏡証 をお持ちください。

平成7 年度 国保会計

対前年度比8.3% の伸び

唹
成
匕
年
度
の
川
見
町
国
民
健
康

保
険
特
別
会
計
は
、
黒
字
決
算
に
な

る
見
込
み
で
す
。
こ
の
会
計
か
ら
支

出
す
る
医
療
賞
は
、
平
成
六
年
度
と

比
べ
八
一
二
％
の
仲
び
と
な
り
ま
し

た
。こ

れ
は
、
月
平
均
で
約
四
千
こ
。百

万
円
と
な
り
。
初
め
て
四
千
万
円
を

越
え
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。
医
療
費

が
伸
び
た
ｔ

な
要
囚
は
。
受
診
率
と

人
院
が
増
え
た
こ
と
、
医
療
の
高
度

化
が
進
ん
だ
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま

す
。さ

ま
ざ
ま
な

健
康
づ
く
り

事
　
業

医
療
費
の
仲
び
に
対
し
国

見
町
で
は
。
人
間
ド
ッ
ク
嘔

業
や
宿
泊
健
康
教
室
、
医
療

辿
知
の
送
付
。
健
康
世
帯
衣

彰
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
健
康
づ

く
リ
嘔
業
を
推
進
し
、
病
気

予
防
に
努
め
て
い
ま
す
。
ま

た
、
医
療
費
の
適
正
化
と
併

せ
て
、
医
療
費
の
軽
減
に
も

収
り
組
み
、
国
保
税
を
少
し

で
も
低
く
抑
え
る
国
保
運
営

を
図
っ
て
い
ま
す
。

一
人
あ
た
り
の
医
療

費
は
県
内
5
5位

岡
見
町
の
平
成
七
年
度
の

国
保
加
人
者

．
人
あ
た
り
の
医
療
費

は
、
二
十
匕
万
三
千
瓦
．自
九
卜

．
円

で
、
県
内
九
十
市
町
村
の
う
ち
瓦
卜

五
位
と
低
位
に
あ
り
ま
す
．

し
か
し
、
左
の
グ
ラ
フ
の
と
お
り

一
人
あ
た
り
の
医
療
費
は
、
年
々
増

加
し
て
い
ま
す
．

自
分
の
健
康
は
自
分
で
守
る
と
い

う
基
本
に
政
っ
て
、
も
う
一
度
．
ご

自
分
の
食
生
活
や
生
活
ス
タ
イ
ル
を

見
直
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
よ

加入者数・一人あ たりの国保税と医療費



雨 にも負けない雪 にも負けない 待
望
の
屋
内
多
目
的
グ
ラ
ウ
ン
ド

今
秋
十
月
完
成
予
定

七
月
十
日

、
今

年
十
月
に
完
成

予
定
の
国
見

勤
労
者
総
合
ス

ポ
ー
ツ
施
設
（
屋
内

多
目
的

グ
ラ
ウ
ン

ド
）
の
上
棟

式
が
行
わ

れ
ま
し

た
。
こ
の

施
設
は

、
総
工

費
約
四
億
二

千
万
円

。

国
見
町
と
雇

用
促
進
事

業
団
が
上
野
台

運
動
公
園
内
に

建
設
を
進

め
て
い
る
も
の

で
す
。

Ｌ
棟
式
で
は
、
冨
永
町
艮
が
「
国

見
町
に
ま
た

。
つ
体
育
施
駁
が
で
き

る
こ
と
は
、
と
て
も
う
れ
し
い
こ
と

で
す
。
こ
の
施
般
を
う
ま
く
利
川
し

て
み
な
さ
ん
の
健
陳
川
進
に
役
政
て

た
い
」
と
あ
い
さ
つ
。

総
合
ス
ポ
ー
ツ
施
設
は
、
鉄
骨
一

部
Ｒ
Ｃ
造
り
嘔
Ｍ
建
て
。
国
兄
町
上

野
台
巡
動
公
剛
内
に
姓
設
が
進
め
ら

れ
て
い
て
、
兩
や
町
が
降
っ
た
と
き

で
も
運
動
が
で
き
る
屋
根
付
き
の
グ

ラ
ウ
ン
ド
で
す
。
グ
ラ
ウ
ン
ド
全
面

に
人
工
芝
が
張
り
詰
め
ら
れ
、
面
柚

は
二
千
三
百
（

ｔ
ｆ
方
Ｕ

。
テ
ニ
ス

コ
ー
ト
が
三
面
と
れ
る
広
さ
を
持

ち
、
人
井
の
高
さ
は
ト

フ

五
日
。
グ

ラ
ウ
ン
ド
の
ほ
か
に
竹
川
竃
や
ロ
ッ

カ
ー
竃
、
器
具
川
な
ど
も
設
け
ら
れ

ま
す
。

テ
ニ
ス
な
ど
の
尾
外
ス
ポ
ー
ツ
の

ほ
か
、
竃
内
運
動
や
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
に
も
活
用
で
き
る
施
設
で

す
。

平

面

図

と

主
な
利
用
種
目

[完成予想図]

・ 野球・ソフトボールの軽練習

●スポーツレクリエーション

・ 各種交流事業、イベントなど

[運動公園施設位置図]



な～るほど

国民年金

～得情報の巻～

年金係 な ( 85 ) 2179

知って得する

国民年金
国民年金の事業は、年金の給付だけではありません。

知 っているととてもお得なこと もたくさ んあり ます。

今回 は真夏の 大サービ ス、とってお きの情報をお知ら

せします。　　　　　　　
／

★住宅資金をお貸しします

３年以上国民年金に加入し、最近の２年間き

ちんと保険料を納めている人が住宅を新築ある

いは購入するときに、低利の住宅資金をお貸し
します。

★お金もお貸しします

すでに国民年金を受けている人であ れば、 その

年金の権利を担保に年金額の1.5 倍以内で、最高200

万円まで借りることができます。

★教育資金も任せなさい
10 年以 上国民年 金に加 人し、 最近の ２年間 きち

んと保険料を納めている 人は、ｊ どもなどが 高校

や大学に進学すると きに必要な教育資金を低利 で

借りることができ ます。 教育資 金には、入学 金、

授 業料、下宿代、在学中の 子どもの国民年金保険

料など があり ます。

★税金が安くなりますよ

納めた国民 年金保険 料は。そ

の年内に納 めた額が社会保険料

とし て、 所得税や住民税 を計算

する ときに全額、課税対 象所得

から控除 されます。

★国民年金施設もご利用ください
全国 各地の 温泉地や 景

勝地には 必ず凶民年 金保

養施設があり ます。設備

も 完備 され、 そのうえ料

金がとても安いのです。

だれでも利 用できる施設

で す。どうぞご利用くだ

さい。

老齢年金は｢雑所得｣扱いです

老齢福祉年金や障害基礎年金、遺族基礎年金

などは課税対象とはなりませんが、老齢基礎年

金や老齢年金。辿算老齢年金は、所得税法上で

雑所得とみなされ、所符税などの課税対象とな

ります。しかし、年金所得者としていろいろな

控除が受けられますからご安心を。

年金収入だけの場合の所得税非課税限度額

65歳未満 �
配偶者あり �2,020,000円まで

�配偶者なし �1 , 080 , OOO円まで

65歳以上 �
配偶者あり �3 , 187,000円まで

�配偶者なし �2 280 ､ OOO円まで



保健だより

･1　■　¶　･yII 丶　■　¶　|j･a 丶　・･
保 健 増 進 係 丿0 但 5  )  2783

～あなたの家族や隣人のために

応急手当を覚えておきましょう～

9
月9 日 は『救急の日 』

コンマ７捏に

かける！

＊ 乳 児健診＊

該　　 当　　 乳　　 児 � 実　 施　　日 �受 付 時 間 � 会　　　　　　　　　　場

・3か月児（平成8年6月生まれ）

・9か月児（平成7年12月生まれ） �10
月24日(木) �午後1時30分～2眄 �

観月台文化センター　　

第1和室

＜健診内容 ＞

☆医師の 指導．身長 ・体重測定 ．調乳 、躍乳 、家族計画などについて

☆母 子手帳を忘 れずに！

＊ 育 児教室＊

該　　 当　　 幼　　 児 �実　 施　　日 �受 付 時 間 � π　　　　　　　　　　場

平成8年3月　　

～平成8年4月生まれの幼児 �10
月3日〔木) �午後1 時 30分～2聘 �

観月台文化センター　　

第1和窒

＜内　　容＞一一　　 一 一
☆ 身 長 ・体 重 測 定 、離 乳 食 、予防 接 種な ど に つ い て

☆ 母 子 手 帳 を 忘 れ ず に ！

＊ 小児マヒ予防ポリオ生ワクチン投与＊

該　　 当　　 乳　　 児 � 実施 日（地区別） �受 付 時 間 � 場　　　　　　　　　　 所

平成7年1 月～12 月生まれの乳幼児 �
薩 田 地 区10月29日次

薩田地区U 外10月30日{刺 �

午後1 時 30分　

～午後2時 �

観 月台 文化 センタ ー　　　

体育 館

〈 おかあさん へ〉

☆ポリ オ生ワクチン投与は 、６週間Ｕ 上の間隔で２回実施し ます。また 、生後90 月まで投与可 能で 。２回目

がまだのお子さんも該当し ま す。

☆予防 接種予診票をお持ちの方は 、ポリオ予診票（白色）に必要亭項を 記入のう え 、おい でく ださい。

☆このワク チンは 。２回投与し ないと効果がありません。今年１回だけ だったお子さ んは 、来年もう一 度投

与を受けてください。

☆予防接種は。健康なときに受ける
のが原則です。お子さんにちょつ

とでも異常がある場合は。必ず医
師や保健婦に申し出てください。

☆母子手帳を忘れずに！

今後の予定
☆ 献血（11 月15 日）

☆３歳児 健診（11 月２５日）

☆３か月児・ ９か月児 健診

(11 月２８日)

☆ツベル クリン反応検査

結核
予防週間

９月24日から30日までの１週間は

「結核予防週間」です。結核は。結核菌で懸

染する伝染病です。多くの場合。すぐには発病し

ませ んが菌を 持ってい る人 が高齢にな り ．体の抵抗力

が衰えたりすると発病します。家族に愍

染してしまうこともありますし ，高齢化が進

んでいる地域では若い人にも懸染しやすくなってい

ます。

結核は 。医薬の進歩で今では完治する病気で１ ．

早期発見と早期治原が大切です。職場や学校。地

域の集団検診で実施されるレントゲン検査を必ず

受けましょう。



い

じ

め

と

テ
レ
ク
ラ
営
業
追
放
を
決
議

国
見
町
青
少
年
育
成
町
民
会
議
総
会

匕
月
十
五
口
、
国
見
町
占
少
年
育

成
町
民
会
破
の
総
会
が
開
か
れ
。
４

少
年
健
全
育
成
に
た
ず
さ
わ
る
六
卜

人
の
委
員
が
出
席
し
ま
し
た
。

今
年
の
総
会
で
は
、
嘔
災
計
画
や

予
算
審
議
の
ほ
か
に
、
急
増
し
て
い

る
い
じ
め
に
よ
る
自
殺
や
不
特
定
の

男
女
を
電
品
で
紹
介
す
る
テ
レ
フ
ォ

ン
ク
ラ
ブ
に
よ
る
性
被
害
が
増
加
し

て

い
る

こ
と

か

ら
、
「
い
じ

め
根

絶

に

関
す

る
決
議

」
と

『
テ

レ
フ
ォ

ン

ク
ラ

ブ
等

営
業

に
関
す

る
決
議

』
を

満

瑚

．
致

で
採
択

し
ま

し
た
．

な
お

、
会

議
に
先
な

ち
．
ｎ
冂
少
年

の

健
全
育
成

に
地
区

ぐ
る
み
で

収
り

組

ん
で

い
る
徳
江
北
部

太
鼓

保
存
会

（
引

地

守
代

表

）
が
表

彰
さ

れ

ま
し

た
．

秘密は守るからだいじょう　ぶひとりで悩まないで！

青少年問題 の電 話相談 案内

1ダイヤルSOS)

県北教青事務所

酋0120－899-711 �
教育・鯉康・家庭・非行・いじめ他

【教育 相談l

県教育センター0245

 ｰ 一 3141 �

知能学婁・性格行動・身体反応・進
路適性・教育一般

【子ども家庭テレフォン相談】

〔瑟昌 禦:
�子育ての悩みや不安・児童本人の悩

みについて

【い じ め１１０番 相談 コー ナー 】

〔驚 難弱
�
いじめ間題全般

【すこ やか テレ フ ォン 相談l

〔ご: 泌
�思春朋の悩みごと・友連・いじめ・学校( 騷

矚) や案庭での悩みごと・非行問題につい て

下水道排水設備工事

責任技術者試験
★
試
験
日
・
場
所

一
ｔ

一
月
八
日
（
令
）

一
郡
山
巾
磐
梯
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル

★
試
験
方
法

筆
記
試
験

★
申
込
期
間

九
月
二
日
～
九
リ

。
卜
凵

★
受
験
料

三
千
円

※
受
験
者
の
う
ち
希
望
者
に
対
し
て

講
習
会
を
行
い
ま
す
。

★
申
込
・
問
い
合
わ
せ

都
市
整
備
課

下
水
道
係

Ｓ
（
8
5）
2
9
8
4

30周年記

念

ば んぱく

この秋磐博'96開催！
国立磐梯青年の冢が｡30 年を迎えます。

これを記念し て、９月６日から８日までの３日間「磐梯博

覧会196 学術・文化 －スポーツの祭典 －ぱんばく196 － 」

を羆催し ます。楽しさいっはい、夢いっばいのお祭りで１ ．

期周中は 、国立の博物館や研究所。福島県立博物館。福島

大学､ 野口英世記念館などが所有している貴璽な資料を展示

１ るほか｡猪苗代町の近隣市町村のみなさんによるスポーツ

大会､ 福島の物産展といった特色あるイベントがいっばいで

す。

特に展示郡門は 、スペースシャトル「エンデバー」や「ス

ペースラブ」「宇宙ステーション」の展示や水ロケットの打ち

上げ実験､ソーラーカーの公開実演など多彩な分野にわたる

予定です。

車でおいでになる場合は猪苗代町内に設けた臨時駐車場を．

ＪＲでおいでになる場合は猪苗代駅からシャトルバスをご利

用＜ださい。

今年の秋は高原で未釆体験！緑の中であなたの夢を描いて

みませんか。

６日は午後 １鵑から始まり ます。

★問い合わせ　国立磐梯青年の家S 0242 － 62 － 258



募
集
中

作

品

募

集

明
る
い
長
寿

社
会
づ
く
り

希
望
と
活
力
に
満
ち
た
長
寿
社
会

づ
く
り
に
取
り
組
む
た
め
の
意
見
・

主
張
を
募
集
し
ま
す
。

★
耳
集
内
容

○
小
学
生
の
部

「
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
も
の
で
あ

れ
ば
自
由
。
四
百
字
詰
め
原
稿
用

紙
三
枚
以
内
。

○
中
学
生
の
部

『
私
の

高
齢
者

観

』
を
テ
ー

マ

に
、

誇
り

に
思

う
こ

と
や
自
分

が
商
齢

者

に
な

っ
た

と
き

の
高

齢
者

像

、

社
会

に
つ

い
て
考
え

る
こ

と
。
四

百

字
詰

め
原

稿
川
紙

五
枚
以

内

。

○
高
校
生

こ

般
・
高
齢
者
の
部

『
希
望
と
活
力
に
満
ち
た
長
寿
社

会
づ
く
リ
』
を
テ
ー
マ
に
し
た
作

品
。
応
募
規
定
は
中
学
生
の
部
と

同
じ
。

★
応
募
期
限

八
月
三
十
一
日
（
当
日
消
印
有

効
）

★
応
募
先
・
問
い
合
わ
せ
先

〒
９

６
０

福
島
市
杉
妻
町
５
の
7
5

福
島
県
庁
東
分
庁
舎

福
島
県
長
寿
社
会
推
進
機
構

酋
（
2
4）
2
2
2
5

Ｎ

Ｈ

Ｋ

学

園

通
信
講
座
で

学
ん
で
み
ま
せ
ん
か

放
送

を
利
川
し

て
学
ぶ
Ｎ
Ｈ

Ｋ
学

咽

の
通

信
講

座
は
、
三
十
年
の

歴
史

が
あ
り

ま
す

。

現
在

、
俳
句

・
短
歌

・
｀
’‥

道
・
文

学

・
写
真

・
絵
画

・
語

学
講
座

と
資

格

取
得

の
た
め
の

講
座
な
ど
（

ト

ー

甜

座
・
二

百
コ

ー
ス
を

開
講
し

て

い

ま

す
。
ニ
ト

五
万

人
の

受
講
者

が
学

ん
で

い
ま
す

。

受
駒
申

し
込
み
は

随
時
受
け

付
け

て

い
ま

す
。
詳
し

い
資

料
を

希
望
す

る

方
は

、
ど

う
ぞ

お
知

ら
せ
く

だ
さ

い
。
無
料

で

お
送
り
し

ま
す

。

★
問
い
合
わ
せ

〒
１
８
６

国
立
市
富
士
見
台

Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園

昔
0
4
2
5
（
刀一
）
3
1
5
1

福
島
と

ア
ジ
ア
の
翼

福
鳥
県
で
は
、
福
鳥
空
港
と
ソ
ウ

ル
間
の
岡
際
定
期
路
線
開
設
の
た
め

に
、
毎
月
定
期
的
に
チ
ャ
ー
タ
ー
便

を
運
航
し
て
い
ま
す
。

こ
の
便
は
、
毎
月
第
三
金
曜
日
に

出
発
し
、
翌
週
月
附
口
に
帰
国
す
る

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
運
航
し
て
い
ま

す
。三

泊
四
日
の
韓
国
の
旅
は
い
か
が

で
す
か
。

★
問
い
合
わ
せ

福
島
空
港
利
用
促
進
協
躊
会

豊
Ｆ

）
7
1
2
8

自

衛

官

募

集

募　 纂　 職　 目 応　 募　 資　 格 受　 付　 期　 間 試　 験　 場

曹　 候　 袙　 士 １８歳以 ｈ２７歳 未満者

８月lll～9 月９凵

福励駐屯地ほか

一般 凹 候 補 学 生 １８歳以 Ｅ２４歳未 満者

航　 空　 学　 生 鳥卒（見込）捏度21歳未満者 郡山駐屯地

二等陸・梅・空士
男 子 鳥　 卒　 兇　 込　 者 ７月Ｉ凵～

福鳥駐屯地ほか

女 子 １８歳以1ご２７歳未満 者 ８月１日～９月13凵

防 術 大 学 校 学 生
商卒（見込）捏度21岐未満者

｛自簡竹は23歳未満者）

推薦９月５日～９月10日 横須貿市

一般９月17凵～10月15日

福島駐屯地ほか
防 術医 科人学 校学 生 高卒（見込）麗度21a 未満者

９月17日～10川15[1
看 樋 学 生（ 女ｆ ） 高卒｛兇込）麗度22歳未満朞

自 衛隊 生徒(  男 了 ･ ) 中卒（ 兇込）17歳未満行 11月１日～嘔成９年１川４凵



女
性
問
題

お
ま
か
せ
く
だ
さ
い

社
会
情
勢
の
変
化
に
伴
っ
て
。
婦

人
の
問
題
は
、
複
雑
多
様
化
し
て
い

ま
す
。
そ
こ
で
、
福
鳥
県
婦
人
相
談

所
と
県
北
社
会
福
祉
事
務
所
で
は
、

巡
回
婦
人
相
談
会
を
閧
催
し
ま
す
。

★
場
所
・
日
時

川
俣
町
中
央
公
民
館

九
月
十
二
日
（
木
）

午
前
九
時
～
午
後
四
時

福
鳥
市
飯
坂
公
民
館

九
月
十
三
日
（
金
）

午
前
九
時
～
午
後
四
時

★
相
談
内
容

家
庭
問

題
、
生
活
悶

題
、
異

性
関

係
、
職
業

・
就
職
問

題
、
雌
婚

問

題
（
内
緑

関
係

を
含

む
）
、
そ

の
他

当
日
処
理

で
き

る
問

題
は
会

場
で

処
理
し

ま
す

が
、
困
難

な
問

題
に

つ

い
て

は
関
係
機

関
と
協

議
し
て

解
決

し
ま
す

。

秘

密
は
厳
守

し
ま
す

。

★
相
談
員

婦
人
相
談

所
職
員
、
婦
人
相
談

員
、
社
会
福
祉
事
務
所
職
員
、
弁

護
士
な
ど

★
問
い
合
わ
せ福

島
県
婦
人
相
談
所

霖
（
妙‐‐
）
1
0
1
0

ないすいし

内水試

い ったい

何 なのよ

「
内
水
試
」
と
い
う
の
は
、
猪
苗
代

町
に
あ
る
禍
鳥
県
の
研
究
機
関
で
、

『
福
鳥
県
内
水
而
水
産
試
験
場
』
の

こ
と
で
す
。
略
し
て
。
こ
う
呼
ば
れ

て
い
ま
す
。
何
を
研
究
し
て
い
る
と

こ
ろ
な
の
か
、
み
な
さ
ん
に
良
く
理

解
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
試
験
場

を
公
開
し
ま
す
。

楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
も
行
い
ま
す
か

ら
、
ぜ
ひ
お
い
で
く
だ
さ
い
。

★
展
示

淡
水
魚
の
養
殖
技
術
、
魚

の
病

気
、
湖
沼
や
川
に
す
む
魚
の
分
布

状
況
の
紹
介
な
ど

★
体
験
・
実
習

魚
の
つ
か
み
ど
り

つ
か
ま
え
た
魚
は
、
試
食
コ

ー
ナ
ー
で
焼
い
て
食
べ
ま
し

淡
水
魚
料
理
の
試
食

コ
レ
ゴ
ヌ
ス
、
イ
ワ
ナ
、
ヤ

マ
メ
、
ニ
ジ
マ
ス
、
ア
ユ
、

コ
イ
を
プ
ロ
が
調
理
し
ま
す

と

、

い
う

こ

と

で

参
観
デ
ー
!
!

水
産
教
室

楽
し
く
て
、
た
め
に
な
る
実

験
を
し
ま
す

飼
育
相
談
会

魚
の
病
気
予
防
や
飼
育
方
法

の
相
談
を
受
け
付
け
ま
す

★
問
い
合
わ
せ

猪
苗
代
町
長
田

福
島
県
内
水
面
水
産
試
験
場

さ
0
2
4
2（
6
5）
2
0
1
1

会
場
ま
で
の
略
図

ぐ=･会 場

緑の村

一塩川 国道115 号一

猪苗代･塩川線
鴇

苗

代

挈
・
・

国
税
だ
よ
り

保
険
と
税

病
気
や
ヶ
ガ
に
備
え
て
加
人
し
て

い
る
生
命
保
険
。
こ
れ
に
も
税
金
が

関
係
し
て
い
ま
す
。

生
命
保
険
を
支
払
っ
た
と
き

あ
な
た
自
身
や
あ
な
た
の
家
族
を

受
取
人
と
す
る
生
命
保
険
や
生
命
共

済
な
ど
の
保
険
料
を
支
払
っ
た
と
き

は
、
そ
の
年
の
支
払
額
に
応
じ
て
一

定
額
（
最
高
卜
万
円
）
が
、
生
命
保

険
料
控
除
と
し
て
所
得
額
か
ら
控
除

さ
れ
ま
す
。

保
険
金
を
受
け
取
っ
た
と
き

生
命
保
険
契
約
に
基
づ
き
、
一
時

金
や
年
金
を
受
け
取
っ
た
勘
合
は
、

そ
の
保
険
料
を
だ
れ
が
負
担
し
て

い

た
か
に
よ

っ
て
。
相
続
税
や
贈
与

税
、
所
得
税
が
課
税
さ
れ
ま
す
。

財
産
相
続

財
産
を
相
続
し
た
と
き
に
は
、
そ

の
相
続
人
に
相
続
税
が
か
か
り
ま
す

が
、
次
の
よ
う
な
場
合
は
、
相
続
税

が
軽
減
さ
れ
ま
す
。
ま
た
。
遺
産
額

が
基
礎
控
除
額
以
内
で
あ
れ
ば
相
続

税
は
か
か
り
ま
せ
ん
。

配
偶
者
の
税
額
軽
減

配
偶
者
が
受
け
取
っ
た
遣
産
額
が

一
億
六
千
万
円
ま
で
、
あ
る
い
は
叭

味
の
遺
産
額
の
法
定
相
続
分
ま
で
で

あ
れ
ば
、
配
偶
者
に
は
課
税
さ
れ
ま

せ
ん
。

未
成
年
者
控
除

相
続
人
が
未
成
年
の
場
合
は
、
二

卜
歳
に
な
る
ま
で
一
年
に
つ
き
六
万

円
が
控
除
さ
れ
ま
す
。

障
害
者
控
除

相
続
人
が
障
仰
者
の
場
合
は
、
七

十
歳
に
な
る
ま
で
一
年
に
つ
き
六
万

円
（
特
別
障
宵
者
の
場
合
は
卜
こ
万

円
）
が
控
除
さ
れ
ま
す
。

★
問
い
合
わ
せ福

鳥
税
務
署

魯
（
3
4）
3
1
2
1



西
分
署
だ
よ
り

酸
欠
事
故
か
ら

命
を
守
ろ
う

通
常
の
大
気
中
の
酸
素
割
合
は
、

約
ニ

ー
％
で
す
。
一
八
％
が
安
全
限

界
で
、
強
制
換
気
な
ど
の
措
置
が
必

要
に
な
り
ま
す
。
ｊ
（
％
に
な
る
と

呼
吸
・
脈
拍
の
増
加
、
頭
痛
、
悪
心
、

吐
き
気
な
ど
の
症
状
が
現
れ
ま
す
。

さ
ら
に
、

匸
一
％
以
ド
に
な
る
と
、

筋
力
低
下
が
始
ま
り
休
を
支
え
る
こ

と
が
で
き
な
く
な
り
。
や
が
て
死
に

至
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

井
戸
や
タ
ン
ク
、
工
事
中
の
ビ
ル

や
下
水
迫
の
マ
ン
ホ
ー
ル
な
ど
の
巾

で
作
業
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場

合
は
、
履
欠
に
卜
分
注
意
し
て
作
業

を
し
ま
し
よ
う
。

も
し
、
酸
欠
の
嘔
故
に
遭
遇
し
た

鳩
合
に
は
、
す
ぐ
に
消
防
署
に
辿
報

し
て
く
だ
さ
い
。
周
囲
に
新
鮮
な
空

気
を
送
る
道
具
が
あ
れ
ば
そ
れ
を
使

う
の
も
一
つ
の
方
法
で
す
が
、
あ
わ

て
て
巾
に
入

る
の
は
や
め
ま
し
よ

う
。
自
分
も
酸
欠
に
な
っ
て
し
ま
う

危
険
が
あ
り
ま
す
。

検
察
審
査
会

「
犯
罪
の
被
害
に
あ
っ
た
の
に
、

検
察
官
が
事
件
を
起
訴
し
な
い
」
、

「
告
訴
・
件
発
し
た
の
に
起
訴
し
て

く
れ
な
い
」
と
い
っ
た
鳩
合
に
、
そ

の
不
起
訴
処
分
が
卍
し
い
か
ど
う
か

を
審
査
す

る
の
が
検
察
審
査
会
で

す
。こ

の
審
介
は
、
選
挙
権
が
あ
る

。

般
の
人
の
巾
か
ら
抽
逸
さ
れ
た
卜

。

人
の
検
察
審
査
貝
が
行
い
ま
す
。

検
察
官
の
公
訴
権
の
行
使
に
、
民

恋
を
反
映
さ
せ
る
と
い
う
世
界
に
も

飢
を
見
な
い
制
度
で
。
こ
の
制
度
が

で
き
て
四
卜
八
年
目
に
な
り
ま
す
。

★
問
い
合
わ
せ

福
島
検
察
審
査
会
事
務
局

さ
（
3
4）
2
1
5
6

自

賠

責

な
け
れ
ば
乗

れ
な
い

走
れ
な
い
　
　

『
無
保
険
嗔
を
な
く
そ
う
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
』
が
、
九
月
一
日
か
ら
Ｅ
卜

日
ま
で
火
施
さ
れ
ま
す
。

無
傑
険
小
に
は
、
申
検
切
れ
と
と

も
に
保
険
が
期
間
切
れ
に
な
っ
て
い

る
ケ
ー
ス
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

も
し
、
契
約
切
れ
に
な
っ
て
い
た

ら
、
す
ぐ
批
害
保
険
会
社
や
代
理
店

で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

わ
ず
か
な
保
険
料
で
、
死
亡
嘔
故

の
場
合
は
三
千
万
円
ま
で
、
障
害
嘔

故
の
場
合
は
百
二
十
万
円
ま
で
の
保

険
料
が
支
払
わ
れ
ま
す
。

★
問
い
合
わ
せ

福
島
陸
運
支
局

輪
送
課

Ｓ
（
4
6）
0
3
4
4

自賠責

入つてるんで
しょうね

(敬称略)

瑤国見歌謡連合会

癰国見町建設業協会

福
島
県
知
事
選
挙

投

票
日

は

９

月

８

日

任
期
満
了
に
伴
う
福
鳥
県
知
嘔
選
挙
は
、
八
月
二
ｔ
万

口
告
示
、
九
月
八
日
投
票
で
行
称
心
鈩

す
。
　
　

｀

今
回
の
選
挙
は
、
ユ
尸

一
睨
紀
に
向
け
た
福
島
県
の
代

表
者
を
選
ぶ
大
嘔
な
逸
挙
で
す
。
投
票
日
に
は
棄
権
卜

な

い
い
で
投
票
し
ま
し
よ
う
。
投
票
時
間
は
、
午
前
七
匹

ら
午
後
六
時
ま
で
で
す
・
　
　
　
　
　
　
　
　

、

｀

投
以
日
肖
囗
、
都
合
の
悪
い
方
は
、
不
在
者
投
票
を
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
不
在
者
投
ぶ
は
。
告
示
の
Ｈ
か
ご

投
票
日
の
前
日
ま
で
、
午
前
八
時
三
十
分
か
ら
午
後
五
時

の
間
に
、
国
見
町
役
場
で
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
上
曜

日
と
日
曜
日
も
投
累
で
き
ま
す
。

下水道まつり
゛　　　 福島県下水道公社では、　　 ｀

平成８年４月に県北浄化センターの運

転を開始しました。下水道事業についてみ

なさんによく理解してもらうために「下水

道まつり」を開催することにしました。

当日は、センター内の見学会や楽しい催
しがいっぱいです。

みなさんでおいでください。

★日　　 畤 平成8 年9 月14  在 )　 ‾’t

午前lo畤~午後哂al

警ｦを???!ll

★会　　 塲 アクアクリーンあぶ篠 攜 丿 化 ｾ  ｿ  ゙り 下
ｔイ ベント 楽しい乗り物､ 莠k繃 奮･蛎 ふ石 岫 泥

。ケット作り、ｉ.ｼ 水゙ねj ）5カ峻 坂らら ぶ

★問い合わせ　
溜 既

鰕 皆 諠

★問い 合わせ

国見町 選挙管 理委員会

酋(  85 ) 2112

寄付ありがとうございます



問い合わせ

生涯学習課 文化振興係　(  85 ) 2676

★チ ケ ット 取 扱

観月台文化センター、　 ｀

ＪＡ伊達みらい国見吝支店

福原百彗 篠笛の夕べ－幽玄－

８月31日（土）午後７畤開演 無料

壜麕市飴垢鮑出身】 受 京 藐 !  人 ま 胄山左衛門闌に!1

亊，贋番の湊奏活勧を行う 方．都内や 囑 市 -  都山甬

ｒも指碍を５ つている.ei 茸に弓|き衄＜国見公漢 ,  今 0は．

圃月色公園水・ ステージで葯こ

花村菊江ショー
９月11日（水）夜の留／午後６時開演

全席自由2  0 円

「 花11菊;i」の歌と「ナンセンス」

のコント．パラエテ４－シ１－．

笹みどり歌謡ショー

９月28日（土）呈の部／午篌２畤開演 夜の部／午後６時間濱

全席禰定 哨甍券3 円・当日券!Ｗ 円

昭和D  圧 . 「夊の惆ａ 」でデビ ュー．「下町陶５ 」「女

の廼q11」「男の倡い」「田子芻い 」などのヒットａ がある．

昭和51 剱と52 £lに鐫に剥れるが．その都度再忽を欒た可，

平成1  1月 取手生活30 周塚を迎えrこ，

国
見
町
敬
老
会
は

９
月
1
1
日

に

唹
成
八
年
度
の
国
見
町
敬
老
会
は
。

九
月
十
一
日
（
水
）
に
観
月
台
文
化
セ

ン
タ
ー
で
行
い
ま
す
。

式
典
と
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
は
、
午
前

卜
時
か
ら
同
文
化
セ
ン
タ
ー
体
育
館
で

行
い
、
午
後
一
時
か
ら
は
同
ホ
ー
ル
で

「
花
村
菊
江
歌
謡
シ
ョ
ー
」
を
お
楽
し

み
く
だ
さ
い
。

な
お
、
こ
れ
ら
の
催
し
へ
の
ご
招
待

は
七
十
巌
以
上
の
方
々
で
、
後
日
ご
案

内

い
た
し
ま
す
。

★
問
い
合
わ
せ

保
健
福
祉
課

福
祉
係

酋
（
8
5）
2
7
9
3

９月の心配ごと相談

◆ ５日(木)

◆13 日(金)

◆25 日(水)

吉　田　　　 稔

浅　野　やへ子

斎　藤　洋　子

佐　藤　光　雄

佐久間　モ　ト

吉　田　勝　基

【鳩所】 役鳩（２階）相談室

【時間】 午前９時から12時まで

観月台

文化情報



つうしん
国見町教育委員会生涯学習課
観月台文化センター

･  ･ ･  い )  2676Fﾇ;

φ(  85 ) 2707

町
政
の
現
状
と

課
題
に
つ
い
て
学
ぶ

阿
津
貿
志
学
級
と
く
に
み
女
性
教

竃
の
合
同
学
習
会
『
町
政
を
知
る
』

が
六
月
ニ
ト
六
日
、
観
月
台
文
化
セ

ン
タ
ー
で
開
か
れ
ま
し
た
。

百
五
卜
名
を
超
す
出
席
者
が
あ

り
、
講
師
に
冨
永
町
艮
を
迎
え
、
約

一
時
間
に
わ
た
り
町
の
現
状
と
将
来

に
つ
い
て
、
わ
か
り
や
す
く
講
義
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

は
じ
め
に
、
財
政
の
現
状
と
し
て

同
・
県
・
町
と
の
か
か
わ
り
や
、
支

出
割
合
に
つ
い
て
嘔
業
別
に
只
体
的

に
臨
さ
れ
、
さ
ら
に
財
政
面
で
は
借

余
の
必
要
性
と
今
後
の
見
通
し
に
つ

い
て
、
計
画
性
の
あ
る
執
行
の
人
切

さ
を
強
調
さ
れ
ま
し
た
。
関
連
し

て
、
継
続
叺
Ｅ業
や
新
規
嘔
業
に
つ
い

て
も
詳
し
く
話
さ
れ
ま
し
た
。

出
席
し
た
学
級
生
の
皆
さ
ん
は
．

国
兇
町
が
『
豊
か
で
住
み
よ
い
活
力

あ
ふ
れ
る
町
づ
く
り
』
「
心
の
ａ

か

さ
を
も
っ
た
人
閥
尊
重
の
町
づ
く

リ
」
を
基
本
目
標
に
推
進
し
て
い
る

現
状
が
よ
く
わ
か
り
、
町
政
に
つ
い

て

．
刈
の
理
解
と
関
心
が
深
ま
り
、

と
て
も
右
意
義
な
学
習
会
で
し
た
．

幼
児
期
の
し
つ
け

に
つ
い
て
学
ぶ

第
七
川
ｒ

介
て
教
竃
は
七
月
十
一
．

凵
．
観
月
台
文
化
セ
ン
タ
ー
で
開
か

れ
ま
し
た
．

今
回
は
、
藤
川
小
学
校
の
人
槻
太

先
生
に
講
師
を
お
願
い
し
て
．
「
就

学
前
の
幼
児
に
、
今
で
な
け
れ
ば
で

き
な
い
し
つ
け
、
後
で
は
や
り
直
せ

な
い
し
つ
け
」
に
つ
い
て
学
び
ま
し

た
。大

槻
先
生
は
、
学
校
教
育
は
も
ち

ろ
ん
社
会
教
育
に
も
く
わ
し
く
。
持

ち
前
の
ス
マ
イ
ル
と
ユ
ー
モ
ア
あ
ふ

れ
る
話
術
で
、
時
間
が
あ
っ
と
い
う

間
に
過
ぎ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

『
顏
の
裏
側
』
と
の
題
で
、
様
々
な

助
物
た
ち
の
’ｒ

育
て
の
様
子
、
仲
問

同
上
の
支
え
合

い
、
過
保
護
に
よ
る

弊
害
な
ど
を
人
間
の
場
合
と
照
ら
し

合
わ
せ
な
が
ら
只
体
的
に
わ
か
り
や

す
く
話
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

参
加
し
た
教
室
生
は
「
短
い
時
閥

で
、
多
く
の
嘔
柄
に
つ
い
て
お
話
い

た
だ
き
、
大
変
打
意
義
で
し
た
。
貴

叺
な
お
話
で
、
こ
れ
か
ら
の
子
介
て

に
大
い
に
役
立
つ
と
思
い
ま
す
。
多

く
の
お
母
さ
ん
た
ち
が
卵
気
づ
け
ら

れ
た
と
思
い
ま
す
」
と
、
話
し
て
い

ま
し
た
。

い
い
汗
、

か
い
た
よ

成
人
学

級

の
第

三
回

学

習
会

は
、

『
健
康
体

操
と
イ

ン
ド
ア

ス
ポ
ー

ツ
』

と
題
し

て
、
巾

煉
雅

彦
社
会

教
育
七

事
を
講

師
に
七

月
十
一｛
日

、
観

月
台

文
化
セ
ン

タ
ー
体
介
館

で
開

か
れ
ま

し

た
。

巾
鋒
先

生
か

ら
、
準
備

運
助

と
し

て

取

り
入

れ

ら

れ

て

い

る

「
ス

ト

レ
ッ

チ
体

操
」
は
。
身
体
の

助
け

る

範
囲

で
筋

肉
を
ひ

っ
ば
っ

た
り

、
仲

ぱ
し

た
り
、
自
分

の
ペ

ー
ス
で

、
自

分
の
身
体

に
合

わ
せ

て
す

る
運
動
だ

と
の
説
明
を
聞
き
、
そ
れ
な
ら
ば
と

意
を
強
く
し
ま
し
た
。

講
義
の
後
、
体
育
館
に
移
動
し
て

ス
ト
レ
ッ
チ
体
操
の
実
技
に
入
り
ま

し
た
。
自
分
の
ペ
ー
ス
で
、
自
分
の

身
体
に
合
わ
せ
て
と
い
う
こ
と
が
頭

に
強
く
あ
っ
た
た
め
、
参
加
者
全
貝

が
伸
び
伸
び
と
笑
顔
で
取
り
組
ん
で

い
ま
し
た
。

次
に
、
珍
ル
ー
ル
を
収
り
入
れ
た

キ
ャ
ッ
チ
ン
グ

‘
ザ

‘
ス
テ
ィ
ッ
ク

と
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
を
行
い
ま

し
た
。

実
際
の
運
動
時
間
は

。
時
閥
半
と

短
い
も
の
で
し
た
が
、
終
了
後
、
あ

る
参
加
者
の
つ
ぶ
や
き
『
あ
あ
、
今

日
は
い
い
汗
か
い
た
』
と
い
う

二

‥

が
全
貝
の
気
持
ち
を
代
弁
し
て
い
ま

し
た
。ワープロ教室生募集

麕 開講日　９月30日～10 月４日{ ５日間}

● 場 所 観月台文化センター

馨 時 間 疂コース･ 午後2 時～４畤

夜コース・午後６時半～8 時半

轜 定 輿 両コース各10名

鑚 内 容 文字入力から文章作成まで

崋 受講料1,500 円(テキスト等を含みます)

睾 申込み　９月３日(火)午前９畤から観月

台又化センターで受付



生涯学習夏
の
お
や
つ
を

手
作
り
で

～
子
育
て
教
室
～

子
育
て
教
室
の
「
夏
の
お
や
つ
作

り
」
は
七
月
五
日
匸
ニ
ト
人
の
お
母

さ
ん
が
出
席
し
て
観
月
台
文
化
セ
ン

タ
ー
栄
養
指
導
室
で
聞
か
れ
ま
し

た
．幼

児
に
欠
か
せ
な
い
お
や
つ
．
特

に
食
欲
の
落
ち
る
夏
の
お
や
つ
は
愛

情
の
こ
も
っ
た
お
母
さ
ん
の
手
作
り

が

．
番
で
、
そ
の
レ
パ
ー
ト
リ
ー
を

増
や
し
丈
夫
な
ｆ
供
に
育
て
よ
う
と

行
わ
れ
た
も
の
で
す
．

柵
鳥
巾
東
部
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

栄
養
Ｌ
の
杉
崎
一
江
先
生
を
講
師

に
、
バ
ナ
ナ
の
オ
レ
ン
ジ
ソ
ー
ス
煮

ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
添
え
、
か
ぼ
ち
ゃ

の
ミ
ル
ク
煮
の
．一
品
を
一
時
間
半
か

け
て
作
り
ま
し
た
．

出
来
ｈ

が
っ
た
お
や
つ
を
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
方
々
と
一
緒
に
試
食
し
な

が
ら
、
子
育
て
談
義
に
花
を
咲
か
せ

ま
し
た
．

趣
味
の

陶
芸
教
室
始
ま
る

～
阿
津
賀
志
学
級
～

阿
沖

輿
志
学
級

の
グ
ル

ー
プ
学

習

『
陶
芸

教
室

』
に
は
現

在
、
二
十
名

の

学
級

生
が
参

加
、
熱

心
に
作

品
づ

く

り

に
励
ん
で

い
ま

す
。

講

師
は
東
和
町

に
住
む

陶
芸
家

佐

久
間

’
先

生
で
す

。
初
心

者
を
対

象

と

し

た
内

容

で

、

四

回

聞

か
れ

ま

す

。
一
回
目

の
こ
の

日
は

用
具

名
と

そ

の
使

い
方
、
粘
上

の
取

り
扱

い
方

な

ど
基
本

的
な
学

習
を

し
た

後
、
栃

木

県
益
子
町

か
ら
取
り

寄
せ

た
信
楽

粘
土
を
使
い
、
ロ
ク
ロ
を
回
し
な
が

ら
ど
ん
ぷ
り
、
肌
、
花
瓶
な
ど
を
熱

心
に
作
り
ま
し
た
。
そ
れ
で
も
川
具

の
使
い
方
と
指
加
減
が
難
し
く
、
底

か
ら
何
度
も
や
り
直
す
人
も
い
ま
し

た
が
、
時
閥
ま
で
に
参
加
者
全
員
が

予
び
ね
り
で
作
品
を
ま
と
め
ま
し

た
。

飛

ベ

！

手
作
り
口
ッ
ケ
ト

少
年
仲
間
づ
く
り
教
室
の
創
作
活

動
「
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
で
ロ
ケ
ッ
ト
を

作
ろ
う
」
が
七
月
十
三
日
、
観
月
台

文
化
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

学
級
生
三
卜
人
は
二
二
時
閥
を
か

け
て
約
六
十
？
μ

の
オ
リ
ジ
ナ
ル
ロ

ケ
ッ
ト
を
製
作
し
ま
し
た
。

こ
の
後
、
上
野
台
運
動
公
幽
総
合

運
動
場
に
移
助
し
て
、
完
成
品
を
打

ち
匕
げ
ま
し
た
。

子
供
た
ち
は
六
卜
な
近
く
飛
ぷ
口

ヶ
ツ
ト
に
人
き
な
歓
声
を
上
げ
て
い

ま
し
た
。

町民陶芸教室受講生募集
聯関１日

土曜日コース

９月14､21 、10 月12 ､ 19日

木場日コース

0 月 3 . 17 ､ 24、３1ｎ

睾 鳩 所 観月台文化センター

褓 時 間 両コースとも午前９
畤半～11時半

轜 定 員 各コース15 人

睾 講 師 東和町在住陶芸寡

佐久間‐ 先生

巻 内 容 手び ねり、タタラ作

り等作品製作

寨 申込み　 ９月４日（水） 午前

９畤から観月台文化

センターで受付

欒 受講料1  . 0円

行事のお知らせ

８月

 ーｰ 19日圓･ ジ ュニ ア仲 問づ く りキャ ンプ 研 修

卜20  )

SS21 日困･ く にみ 女性 教室 ｛ 料理実 習｝

SS23 日圖･ 成 人学級 「文学 触 歩」

1130 日峨･ そ育て 教室(  自 主学 習l

９ 月

S11 日｛剛･伊達地力･スポーツ大会

翳２日側･町長杯ナイターソフトボール大会

昌 ３日脚･子ども移動図政餡（藤田小２年）

韲４日困･子ども移動図宵館（大木戸小）

暦５日圍･ くにみ女性教室｛陶芸｝

･子ども移動図書館（森江野小）

SS6 日圖 一成人学級「社の算SIと時代背玖」

SS9 日剛･ 子ども移動図冉鰉（小坂小）

SS10日㈲･了･ども移動図 館 藤旧小３年）

翳12日困･くにみ女性教窒｛陶芸1



映画やテレビとは違うでしよ？

6月2211. 福鳥県教介委口 会と国見町がｔ 催する少年

劇期が行われました。

小学生の鳥学年が対象の劇でしたが。おとうさん、お

かあさんに連れられた小さなｆも介めたくさんのｆ ども

たちが、ホールのステージいっぱいに繰り広げられる劇

に引き込まれていました。

自
衛
隊
協
力
会
を
設
立

6月26 日、国見町自衛隊協力会が

設立され。初めての総会が開かれま

した。

この協力会は、1 そに国 兒町出身の

自術隊八と･ 般町民 との交流 を|穽|る

ために設政されました。

イン ターノ1イヘ

古川君(右)と畜藤君

甲子蓆へ
佐久間君

令国鳥等学校総合体介大会{ インターハイ} に．

国見町の鳥校生４人が出場することになりました．

佐藤康成 君と渡邊智徳おは】600m リレー、 斎藤健

･君はバレーポール．占川淳一升はフ ヱンシング競

技への出場です.

また．佐久閥誠剛君'は3  度 一]の|||子園出場を決

めた日人東北鳥校野球部の投手として出場し ます．

高
校
生
も
負
け
て
な
い

ち
い
さ
な
天
才
た
ち

夏
の
日
や

ゴ
キ
ブ
リ
退
治光

る
汗

蝨
江
野
小

佐
藤

達
也

夏
の
日

は
ラ
ジ
オ
体
操
で

は
じ
ま
る
よ

ｆ同
Ｊ
　
　

菊
地

政
之

教
室
でア

ゲ
ハ

誕
生お

め
で
と
う

‘自
－
　

八
巻
　

修

『
く
に
み
の
作
文
罵
2
8号
』
か
ら

結
婚
お
め
で
と
う
ｉ

坏

略

｝

樋
　
囗

典

雄

（
第
　
　
．
）

此
　
　

Ｒ

芹

（
巾
　

国
）

赤

坂
　

卍
　

行

（
内

谷

四
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石
　

川

和
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梁

川

町
）

違

藤
　
　

卍

（
光

明

寺
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ク
ル

ー

ズ
レ
イ

エ
ス

ー
ア
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（
フ

ィ
リ
ピ
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鳥

義
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（
高
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）

深

谷

道

江

（

保

原

町

）

誕

生
お
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お
子

さ

ん
　
　

保
　

護
　

者
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育
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（
h
t
l

占

澤
　

智

人
　

照

以
・
牧

ｒ

’‘
？

一
　
　
　

【
宮

町

北
】

佐

久

川

直

人
　
　

柚

之
・
笂
忠
。ｒ

（
藤
川
光
両
）

λ
　

Ｊ
　
　

孝

μ

高

唱
　

美

帆
　

り

ひ`

ヤ

’`
リ
”’

｛
μ
　

Ⅲ
｝

お
く
や
み
申
し
上
げ
ま
す

（

同

）

宍
　
戸
　
キ
　
チ
　
6
0
（
第

七
）

佐

藤

ナ
　
ヲ
　
9
3
（
Ｇ
母
川
呶
）

後

藤
　
サ
　
ク
8
8

（
第
　
九
）

泰
　
　

尚
　
子
6
0

（
人
町
南
）

佐

野
　
ヨ
シ
オ
　
7
2
（
第
　

匸

遠

藤

貞

利
5
8

（
第
　

）

佐

藤

キ
　
（
　
9
2
　
刄

心
川
人
）

大

波

利

雄
6
4

（
宮
町
北
）

鈴

木

キ

セ
1
0
0
（
川

内
）

人口と世帯
人 口7 月1 日 現在

男　5.625 人卜9 〕

夊　6.032 人( －)４】

計 ｜】, 657 人ｰ  - 23 )

出生ｌ人 死亡11人
転人18人 転出31人

世 扉
3｡0  世帯（－２〉

へんしゅう雑記

名I祠は．

まだ、ない･.;.
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